
第１問 

 １：③  ２：④  ３：④  ４：⑥  ５：④ 

第２問 

 ６：⑥  ７：⑥  ８：⑥  ９：⑧  10：⑤  11：④  12：③ 

第３問 

 13：⑥  14：②  15：④  16：③  17：③  18：③  19：④ 

第４問 

 20：①  21：③  22：⑥  23：⑥  24：④⑦  25：④⑧⑩⑪ 

 

～講評～ 

第 1 問 正誤判定の問題。例年通り、深くまで勉強していないと正解にたどり着けない問題も含まれており、解き

にくい問題だった。 

第２問 中和滴定・電離平衡の典型問題。ここはあまり時間をかけずに完答したい。 

第 3 問 分配平衡の問題。後半は何段階もの手順を考える必要がある厄介な問題であった。ここをいかに素早く処

理できるかどうかで差がついただろう。 

第 4 問 芳香族化合物の構造決定の問題。C8H10O の異性体は、医学部志望者ならできてほしい。 

 

 例年通り大問 4 題のすべてがマーク形式の出題であった。量・難易度は例年並みで、時間内に解き切るのは難し

く、解ける問題を優先して解く必要があった。そのため、ボーダーは 65％程度になると思われる。 

 


